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福
祉
委
員
会

　

第
４
次
地
域
福
祉
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５年度からの地域福祉推進を図る計画を策定

本庁舎整備の方向性についての報告書を取りまとめ

主な委員会の開催状況

総
務
委
員
会

11
月
21
日

12
月
14
日

　

本
庁
舎
の
あ
り
方
検
討
調
査
報
告
書
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
本
庁
舎
あ
り
方
検
討
会
の
検
討
内
容
は
。

【
答
】
６
年
度
ま
で
の
実
施
設
計
着
手
で
合
併

推
進
債
が
活
用
可
能
と
な
る
建
て
替
え
と

大
規
模
改
修
に
よ
る
使
用
延
伸
を
図
っ
て

の
更
新
を
比
較
検
討
し
、
前
者
が
効
果
的

で
あ
る
と
し
て
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

【
問
】
財
政
の
後
年
度
負
担
の
考
え
方
は
。

【
答
】
有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
得
る
全
て
の

事
業
に
つ
い
て
、
最
大
限
交
付
税
措
置
を

活
用
し
負
担
を
軽
減
す
る
。
ま
た
、
基
金

等
を
有
効
活
用
し
、
公
債
費
負
担
を
考
慮

し
た
地
方
債
の
発
行
に
取
り
組
む
。

【
問
】
基
本
計
画
の
具
体
的
な
進
め
方
は
。

【
答
】
市
民
説
明
会
な
ど
に
よ
る
ニ
ー
ズ
等
の

集
約
・
整
理
を
丁
寧
に
行
い
、
検
討
を
効

果
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
で
き

る
だ
け
早
期
の
取
り
組
み
を
図
り
た
い
。

【
問
】
庁
内
で
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
い
つ
か
。

【
答
】
３
年
度
の
調
査
で
劣
化
の
進
行
を
確
認
。

４
年
７
月
に
、
合
併
推
進
債
の
活
用
条
件

な
ど
に
つ
い
て
関
係
課
へ
の
情
報
提
供
依

頼
な
ど
を
開
始
し
、
検
討
会
を
組
織
し
て
、

８
月
に
第
１
回
検
討
会
を
実
施
し
た
。

【
問
】
基
本
理
念
に
つ
い
て「
み
ん
な
で
つ
く
る

支
え
あ
い
の
ま
ち
」か
ら「
み
ん
な
で
つ
く

る
地
域
共
生
社
会
」と
変
更
し
た
理
由
は
。

【
答
】
地
域
共
生
社
会
と
は
、住
民
一
人
一
人
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
地
域
を
共
に
創
る
社
会
の
こ
と
で
、そ
の

実
現
に
向
け
て
、言
葉
に
表
し
、取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
示
し
た
も
の
。

【
問
】
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
を
本
計

画
と
一
体
的
に
作
成
し
た
理
由
は
。

【
答
】
本
計
画
中
の「
権
利
擁
護
の
推
進
」と
連

動
性
を
高
め
、制
度
の
利
用
促
進
を
含
む
市

民
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総

合
的
・
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
。

【
問
】
権
利
擁
護
の
推
進
と
し
て
、社
会
福
祉
協

議
会
の
役
割
や
体
制
に
係
る
市
の
考
え
は
。

【
答
】
社
会
福
祉
協
議
会
の
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
が
、広
報
機
能
、相
談
機
能
等
、国
が

求
め
る
４
つ
の
機
能
の
お
お
よ
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。市
・
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
・
民
間
事
業
所
の
役
割
を
整
理
し
、既

存
の
組
織
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、必
要
な
体

制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

◎ここでは、常任委員会で調査を行った事項について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？
　市政の事務は範囲が広く、内容も多岐にわたります。そのため、議員全員が参集する本
会議の下審査機関としての専門的・能率的な審査や、重要な事柄についての調査をするた
めの会議です。豊川市議会には、「常任委員会」「特別委員会」「議会運営委員会」があります。

常 任 委 員 会　常設で以下の４委員会を設けています。議員はいずれか一つに所属し、部門別に、本会議から付託	
　　　　　　　　された議案の審査、所管する事項の陳情の審査、所管する事項等の調査などを行っています。

総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、消防本部、他の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関すること

特 別 委 員 会　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的に審査や調査をする委員会で、	
　　　　　　　　政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、決算特別委員会があります。

議会運営委員会　議会運営をスムーズに進めるために、審議する議案等の提出状況を把握するなど、議会運営の全般に
　　　　　　　　ついて協議し、意見調整を行う委員会です。

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

本
庁
舎
の
あ
り
方
検
討
調
査
報
告
書

第
４
次
地
域
福
祉
計
画（
案
）
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主な委員会の開催状況

産
業
建
設
委
員
会

12
月
15
日

所
管
事
務
調
査

　

新
し
い
夏
の
市
民
ま
つ
り
基
本
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
会
場
の
設
定
は
。

【
答
】
陸
上
競
技
場
を
ス
テ
ー
ジ
会
場
と
す
る
案

を
検
討
し
た
が
、防
炎
シ
ー
ト
な
ど
で
養
生

す
る
必
要
が
あ
り
、コ
ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
、

新
芝
生
広
場
を
会
場
と
す
る
案
が
適
当
と

考
え
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
連
区
へ
の
説
明
は
。

【
答
】
開
催
方
針
に
つ
い
て
関
係
機
関
等
と
の
合

意
形
成
が
得
ら
れ
た
ら
、経
緯
等
を
説
明
し
、

手
筒
花
火
の
揚
げ
手
と
し
て
有
志
グ
ル
ー
プ

へ
の
参
加
な
ど
、可
能
な
範
囲
で
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
開
催
時
期
を
ど
う
検
討
し
た
か
。

【
答
】
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
、秋
の
開
催

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、他
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
の
利
用
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、８
月
第
４

週
の
土
曜
日
と
し
た
。

【
問
】
５
年
８
月
に
開
催
す
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

の
会
場
の
配
置
は
。

【
答
】
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
で
打
ち
上
げ
花
火
、

陸
上
競
技
場
周
辺
で
グ
ル
メ
・
体
験
型
コ
ン

テ
ン
ツ
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

夏の新しいイベントの開催を検討

その他に開催された委員会

議 員 研 修 会

陳　　情

12月14日　福祉委員会	 重層的支援体制整備事業実施計画（案）
12月15日　産業建設委員会	 東三河ごみ焼却施設広域化計画中間見直し（案）	
	 	 空家等対策計画の改定	
	 	 愛知御津駅周辺まちづくり整備事業の事業計画

結果

結果

陳情第11号
　～第14号

陳情第15号

陳情第 11号から陳情第 13 号は、常任委員会において、不採択と決定。
陳情第 14 号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

陳情第 15 号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情
愛知自治体キャラバン実行委員会　代表者　森谷光夫

保育士配置基準改善を求める意見書の提出を求める陳情
愛知保育団体連絡協議会　会長　岩崎八十子

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」とし、全議員にその写しを配付
します。「聞きおく」とされた陳情のうち、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断した場
合は、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。今期定例会において、申
し出はありませんでした。

　11月18日に大阪府子ども家庭サポーター　辻由起子氏
をお招きし、「ヤングケアラーへの支援と自治体の役割につ
いて」をテーマに議員研修会を開催しました。
　研修会では、ヤングケアラーの抱える実情や課題に対す
る地域の取り組み、自治体の関わり方について、活動事例
を交えた説明をいただき、改めてヤングケアラーへの認識を
深め、支援の必要性や考え方を学ぶことができました。

新
し
い
夏
の
市
民
ま
つ
り
基
本
計
画（
案
）


